
地区市民委員会専門部
★福祉部　★安全部
★スポーツ健康部　★環境部
★文化広報部★青少年育成部
（各町内より各部一名選出され
た専門部員で構成）

文化祭（公民館まつり）

今年は、11月17日～24日に開催予定
★文化・芸術展
★芸能大会　★模擬店
★農産物の展示即売会
★同好会の発表　など

図書室
★新着図書はＰ.8 に掲載
★貸し出し本 5800 冊
★リサイクルコーナー（ロビー）
　図書室の不要になった本を差
し上げます。

公民館講座

★楽 ク々ッキング
★古典芸能に親しむ！

（文楽編）　
★ムービングストレッチ
★はじめて楽しむ
　　　バードカービング
★山ガール～入門編～
★書道

同好会
★講座から発足した同好会
現在、体育系 15 団体、文化
系 25 団体（会員総数約
570 名）
★今年度新設同好会
　アロマ同好会

★委員長羽生佐洪さん以下各地区長、
市民委員会専門部長、真小校長、
二中校長、高齢者クラブ会長、福祉
協議会真鍋支部代表、農家組合長、
地区内青年会会長等で構成

社会福祉協議会
★福祉の総合相談
★宅配型食事サービス
★会食型食事サービス
★調理・宅配ボランティア募集中
★車椅子の貸出し　など

チャレンジクラブ
★四年生以上中学生まで30名がさ
まざまな体験にチャレンジ
★後期の活動
　絵手紙作成、筑波山登山、プラネ
タリウム見学、文化祭参加など

公民館運営委員会

わたしたちの公民館
　紹介

紹介紹介

らくらく
【後期】

【市民委員会】
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こ
の
度
、浜
田
前
館
長
の
後
任
と
し
て
、

二
中
地
区
公
民
館
館
長
に
就
任
致
し
ま
し

た
野
中
と
申
し
ま
す
。

重
責
で
あ
る
館
長
を
務
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
や
は
り
二
中
地
区
在
住
の

皆
さ
ん
が
生
き
が
い
を
感
じ
る
公
民
館
活

動
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

公
民
館
活
動
と
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が

自
分
の
好
き
な
こ
と
、
あ
る
い
は
趣
味
を

生
涯
学
習
と
し
て
楽
し
み
な
が
ら
続
け
て

行
く
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
が
い
を
感
じ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
活
動
を
市
民
委
員
会
な

ど
の
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
生
か
し
て

い
た
だ
き
、
明
る
く
楽
し
い
、
そ
し
て
、

住
み
よ
い
町
を
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
楽
し
い
二
中
地
区

の
公
民
館
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二中地区公民館
（コミュニティセンター）

館長　野中　侑起男
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当
町
内
の
交
流
の
場
と
し
て
借
用
し
て

い
た
鉄
筋
四
階
建
て
の
建
物
も
大
震
災
後

危
険
だ
と
し
て
取
り
壊
し
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
公
民
館
の
な
い
不
便
さ
は
、

言
葉
に
表
せ
な
い
も
の
で
す
。

住
民
全
員
の
要
望
だ
っ
た
公
民
館
建
設

に
向
け
て
、
平
成
二
十
三
年
十
月
に
市
の

建
設
補
助
金
交
付
申
請
の
為
に
建
設
準
備

委
員
会
を
設
立
、
建
設
構
成
員
名
簿
を
作

成
、
署
名
を
集
め
、
町
内
会
の
法
人
化
と

な
り
ま
し
た
。
土
地
購
入
、
建
設
物
の
設

計
、
見
積
も
り
等
を
取
り
そ
ろ
え
て
申
請

書
を
提
出
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
資
金
は

町
内
会
、町
内
任
意
団
体
か
ら
の
寄
付
金
、

個
人
か
ら
の
篤
志
寄
付
金
等
、
町
内
全
員

の
協
力
に
よ
り
調
達
で
き
ま
し
た
。
場
所

は
関
東
鉄
道
本
社
北
側
に
、
七
月
末
に
完

成
し
ま
し
た
。

真
鍋
二
丁
目
は
、
真
鍋
ブ
ロ
ッ
ク
の
南

西
方
向
に
位
置
す
る
新
興
住
宅
地
で
す
。

二
中
地
区
内
の
多
く
の
行
事
参
加
は
も

と
よ
り
、
町
内
最
大
の
行
事
は
、「
真
鍋

二
丁
目
花
見
会
」
で
す
。
新
川
沿
い
に
咲

き
誇
る
自
慢
の
桜
を
め
で
る
行
事
と
し
て

四
月
の
第
一
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
開
催
日
に
は
眞
櫻
会
（
青
年
会
）、

二
桜
会
（
高
齢
者
）、婦
人
部
、子
ど
も
会
、

育
成
会
等
全
員
参
加
で
行
わ
れ
ま
す
。
焼

き
そ
ば
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
甘
酒
、
子
供

達
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
等
は
子
供
達
と
の
交

流
の
場
に
も
な
っ
て
お
り
、
町
内
の
親
睦

を
図
る
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ま
た
、
桜
の
時
期
の
土
・
日
曜
日
は
公

民
館
屋
上
の
開
放
を
行
い
ま
す
。
屋
上
か

ら
の
新
川
堤
の
桜
は
最
高
で
す
。
是
非
一

度
お
い
で
下
さ
い
。

当
町
内
は
四
月
現
在
、
二
三
三
世
帯
、

四
九
三
人
で
、
若
い
層
が
少
な
く
子
供
が

増
え
な
い
典
型
的
な
少
子
高
齢
化
地
域
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
往
年
の
繁
栄
の
中
心

地
で
あ
っ
た
歴
史
を
誇
り
と
し
て
真
鍋
地

域
の
一
層
の
発
展
の
た
め
に
協
力
・
参
画

し
て
い
る
町
内
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
冬
の
「
鍋
ま

つ
り
」を
四
年
前
よ
り
定
例
化
し
ま
し
た
。

大
鍋
で
の
豚
汁
の
振
る
舞
い
の
他
、
余
興

と
し
て
こ
れ
ま
で
に
ギ
タ
ー
、
尺
八
の
演

奏
、音
楽
会
、紙
芝
居
、マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

等
を
行
い
、
町
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
ネ
タ
も
切
れ
か
か
っ
て

い
ま
す
の
で
、
趣
味
、
得
意
技
の
お
披
露

目
の
場
と
し
て
、
隠
れ
た
才
能
の
持
ち
主

を
探
し
て
い
ま
す
。
皆
様
方
の
情
報
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

真
鍋
四
丁
目
は
若
い
町
で
、
町
民
の
出

身
地
は
全
国
各
地
で
す
。
町
内
に
は
天
然

記
念
物
の
桜
で
名
高
い
真
鍋
小
学
校
、
重

要
文
化
財
の
旧
本
館
を
持
つ
名
門
土
浦
一

高
と
千
二
百
年
の
歴
史
を
誇
る
真
鍋
の
鎮

守
様
鹿
島
神
社
が
あ
り
ま
す
。
神
社
で
は

元
旦
祭
、
節
分
祭
、
例
大
祭
、
七
五
三
祭

と
節
目
の
行
事
が
あ
り
、
特
に
夏
の
例
大

祭
は
盛
大
な
祭
で
、
九
町
内
が
一
体
感
を

感
じ
る
最
も
重
要
な
行
事
で
す
。

六
月
か
ら
、
こ
の
神
社
の
境
内
を
五
月

会（
高
齢
者
の
会
）の
呼
び
掛
け
で
有
志
が

集
ま
り
清
掃
を
始
め
、
子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
共
同
作
業
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、土
浦
市
か
ら
災
害
時
要
援
護
者

支
援
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。祭

り
や
行
事
を
通
し
て
絆
を
深
め
安
心
し
て

住
め
る
町
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

真
鍋
五
丁
目　
　
　
　
羽
生　
佐
洪

真
鍋
六
丁
目　
　
　
　
大
川　
勝
巳

東
真
鍋
町　
　
　
　
髙
橋　
和
興

西
真
鍋
町　
　
　
　
軽
部
孝
次
郎

真
鍋
新
町　
　
　
　
和
知　
五
月

殿　
　
　
　
里　
　
　
　
菊
田　
和
男

木
田
余
町　
　
　
　
川
島　
一
男

木
田
余
東
台
１
・
２　
　
南
川
幸
之
進

木
田
余
東
台
３・４・５　
櫻
井　
光
市

木
田
余
西
台　
　
　
　
糟
谷　
邦
弘

若　

松　

町　
　
　
　
鈴
木　
雅
美

東　

都　

和　
　
　
　
吉
田　
俊
夫

真鍋一丁目
山 口 卓 三
趣味：スポーツ観戦

真鍋二丁目
塙 　 武

趣味：スポーツ観戦

真鍋三丁目
皆 藤 嘉 宏

趣味：お酒、釣り　
　　　封筒再生、読書

真鍋四丁目
勝間田貞美
趣味：写真

二中
地区
二中
地区
地
区
長
紹
介
（１）

町
内
を
束
ね
る
地
区
長
を
、
四
町
内
ご
と
に
、「
や
す
ら
ぎ
37
・

38
・
39
・
40
号
」
で
、
順
次
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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６
月
19
日
㈬
、
総
勢
74
名
が
２
台
の
バ

ス
で
６
時
30
分
公
民
館
を
出
発
し
、
10
時

に
目
的
地
に
到
着
。

当
日
は
雨
が
心
配
さ
れ
、
私
も
登
山
用

雨
具
を
持
っ
て
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

日
本
寺
大
仏
（
座
像
と
し
て
は
日
本
一
）

や
千
五
百
羅
漢
な
ど
の
お
参
り
を
し
た

り
、
展
望
台
か
ら
東
京
湾
（
残
念
な
が
ら

富
士
山
は
見
え
ず
）
な
ど
を
眺
め
た
り
約

２
時
間
、
楽
し
み
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

歩
く
コ
ー
ス
は
階
段
が
多
く
、
帰
宅
し
て

か
ら
足
が
痛
く
（
２
日
後
に
）
な
り
ま
し

た
が
、
程
よ
い
運
動
と
な
り
ま
し
た
。

ハ
イ
キ
ン
グ
の
後
は
、
楽
し
み
に
し
て

い
た
ホ
テ
ル
で
の
昼
食
・
入
浴
タ
イ
ム
と

な
り
ま
し
た
。
昼
食
は
和
食
・
洋
食
・
中

華
料
理
の
バ
イ
キ
ン
グ
で
、
い
ろ
い
ろ
な

味
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
入
浴
。
浴
場
に
入
っ
て
び
っ
く
り
、
迷

子
に
な
り
そ
う
な
位
広
い
浴
場
で
、
お
風

呂
も
10
数
種
類（
海
に
面
し
た
露
天
風
呂
、

金
銀
の
風
呂
等
々
）
あ
り
、
私
も
た
っ
ぷ

２
月
17
日
実
施
さ
れ
ま
し
た
市
民
委
員

会
合
同
視
察
研
修
会
に
参
加
致
し
ま
し

た
。
研
修
先
は
江
東
区
の
横
十
軒
川
に
お

い
て
伝
統
的
な
手
漕
ぎ
船
の
操
縦
法
を
現

在
も
継
続
さ
れ
て
い
る
「
和
船
友
の
会
」

の
活
動
状
況
で
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
「
和
船
」
に

乗
船
し
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
友

の
会
の
皆
様
方
に
、
横
十
軒
川
か
ら
見
る

自
然
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
か
で
も
お
花
見
時
に
は
大
勢
の
人
々

が
訪
れ「
和
船
乗
船
も
順
番
待
ち
で
す
よ
」

と
笑
顔
で
話
さ
れ
た
言
葉
が
印
象
的
で
し

た
。「
和
船
友
の
会
」
に
は
男
女
問
わ
ず

大
勢
の
人
々
が
参
加
、
長
い
間
続
け
て
き

た
こ
の
活
動
を
維
持
す
る
こ
と
で
地
域
の

活
性
化
を
計
り
た
い
と
話
さ
れ
る
会
長
の

お
言
葉
に
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。

昼
食
後
は
隣
接
す
る
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
の
地
元
、
墨
田
区
の
川
や
運
河
と
と

も
に
歩
ん
で
き
た
歴
史
を
墨
田
区
街
歩
き

ガ
イ
ド
さ
ん
に
案
内
さ
れ
研
修
し
ま
し

た
。日

々
変
わ
る
環
境
に
適
応
し
な
が
ら
長

く
続
け
ら
れ
て
き
た
歴
史
を
守
り
続
け
て

り
時
間
を
か
け
て
、
入
浴
を
堪
能
し
ま
し

た
。帰

り
に
は
少
々
雨
が
降
っ
て
き
ま
し
た

が
、
バ
ス
の
中
で
も
い
ろ
い
ろ
な
方
と
お

話
が
で
き
、楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
ハ
イ
キ
ン
グ
の
企
画
運
営

に
あ
た
ら
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
、
公
民

館
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
は
、
当
日
も
い

ろ
い
ろ
と
ご
配
慮
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

秋
に
も
企
画
が
あ
る
と
の
こ
と
、
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

い
く
事
の
大
切
さ
と
、
そ
れ
に
伴
う
苦
労

話
を
同
時
に
傾
聴
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。墨

田
区
周
辺
も
、
世
界
一
を
誇
る
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
魅
力
に
ポ
イ
ン
ト
を
お

き
街
並
み
も
整
備
さ
れ
、
人
々
の
流
れ
も

大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

変
化
す
る
環
境
に
対
応
し
な
が
ら
こ
れ

迄
築
い
て
き
た
地
域
の
歴
史
を
守
り
続
け

て
い
く
た
め
に
は
、
官
民
一
体
の
共
同
体

制
が
今
後
益
々
不
可
欠
に
な
る
も
の
と
実

感
で
き
た
研
修
で
し
た
。

市
民
委
員
会
専
門
部
事
業

市
民
委
員
会
専
門
部
事
業
参
加
報
告

ス
ポ
�
ツ
健
康
部

バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
事
業

﹁
千
葉
県
鋸
山
ハ
イ
キ
ン
グ
﹂

海
野
　孝

合
同
視
察
研
修

﹁
和
船
﹂に
乗
船
　楽
し
い
研
修

福
祉
部
　久
松
　け
い
子
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昭和30～40年代の昭和30～40年代の

旧水戸街道真鍋宿通り旧水戸街道真鍋宿通り

酒
店

酒
店

金
属
工
業
所

豆
腐
店

洋
裁
教
室

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

■
大
塚
米
店

燃
料
店

●
関
東
鉄
道
㈱

真
鍋
駅

旅
館

塗
装
店

●
山
口
米
店

食
料
品
店

生
花
店

時
計
店

菓
子
店

た
た
み
店

自
転
車
店

は
き
も
の
店

電
気
店

せ
ん
べ
い
屋

美
容
室

●
金
来
屋

肉
店

製
綿
店

米
店

く
つ
店

●
大
竹
ス
ト
ア
ー

●
木
村
食
品

菓
子
店

●
さ
き
こ

美
容
室

飲
料
店

自
動
車
商
会

タ
ク
シ
ー

鶏
肉
店

薬
局

せ
と
も
の
店

薬
局

荒
物
屋

●
土
浦
月
星
販
売
㈱

金
物
店

種
店

写
真
館

理
髪
店

魚
屋

青
果
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駅

新
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駅
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山
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理
容
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（ながとろ）

■富島
　木工所

　

関
東
鉄
道
70
年
史
に
よ
る
と
、
昭
和
30

年
代
は
神
武
景
気
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

に
よ
り
主
要
都
市
で
の
住
宅
整
備
、
高

校
、
大
学
等
の
建
設
が
多
く
な
っ
た
。
筑

波
線
の
利
用
客
の
増
加
に
伴
い
昭
和
34
年

6
月
、立
地
上
不
便
な
旧
真
鍋
駅
を
廃
止
、

旧
水
戸
街
道
と
新
国
道（
旧
国
道
6
号
線
）

と
の
間
に
新
土
浦
駅
を
開
業
し
、
利
便
向

上
を
図
り
、
通
勤
や
通
学
の
人
で
賑
や
か

に
な
っ
た
。
昭
和
62
年
3
月
筑
波
線
が
廃

止
、県
に
よ
り
自
転
車
専
用
道
路
に
な
り
、

現
在
は
当
時
の
ホ
ー
ム
の
み
が
残
さ
れ
、

多
く
の
鉄
道
フ
ァ
ン
等
の
思
い
を
は
せ
て

い
る
。（

真
鍋
一
丁
目　

小
林　

巖
さ
ん
）

　

真
鍋
宿
通
り
「
な
が
と
ろ
」。
新
川
を

渡
り
、
真
鍋
一
丁
目
地
内
に
入
る
と
拡
幅

道
路
が
関
東
鉄
道
本
社
前
ま
で
続
く
。
戦

後
間
も
な
く
地
元
代
議
士
の
肝
煎
で
整
備

さ
れ
た
と
聞
く
。筑
波
線
が
廃
線
と
な
り
、

商
店
街
の
活
性
化
が
失
せ
て
も
、
拡
幅
あ

る
道
路
ゾ
ー
ン
は
厳
然
と
あ
り
、
人
々
に

落
ち
着
き
と
ゆ
と
り
を
与
え
て
く
れ
る
。

そ
こ
は
、
癒
し
ま
で
も
覚
え
て
し
ま
う
。

貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ゆ
と

り
の
あ
る
道
路
ゾ
ー
ン
は
土
浦
市
内
で
は

見
受
け
ら
れ
な
い
。
真
鍋
の
自
慢
の
種
か

も
！（

真
鍋
一
丁
目　

櫻
井　

芳
賢
さ
ん
）

　

昭
和
30
年
頃
の
真
鍋
ま
つ
り
は
、
９
月

８
・
９
・
10
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

宿
南
、
宿
北
が
合
体
し
て
の
南
區
、
中
央
、

台
、
西
、
東
の
５
町
内
で
山
車
・
獅
子
を

真
鍋
中
で
巡
行
さ
せ
て
お
り
ま
し
た
。
小

学
校
は
二
学
期
の
初
め
で
、
祭
礼
実
施
の

町
内
の
子
供
達
は
皆
早
退
す
る
事
が
出

来
て
、
ま
つ
り
に
参
加
し
て
お
り
ま
し

た
。
ま
つ
り
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ
る
競
演

は
当
番
町
の
お
膝
元
で
行
わ
れ
、
真
鍋
台

は
一
高
前
の
丁
字
路
、
南
區
は
筑
波
線
踏

切
前
の
四
ツ
角
で
、
中
央
・
西
真
鍋
・
東

真
鍋
は
坂
下
で
、
余
興
の
「
演
出
物
」
を

向
か
い
合
わ
せ
、
梯
子
や
花
火
等
を
駆
使

し
て
盛
大
に
真
鍋
の
夜
を
彩
っ
た
も
の
で

し
た
。
昭
和
50
年
5
月
に
第
三
次
住
居
表

示
変
更
で
真
鍋
町
が
9
町
内
と
な
り
、
こ

れ
を
契
機
に
昭
和
52
年
に
9
町
内
参
加
の

ま
つ
り
が
復
活
し
、
開
催
日
を
8
月
最
後

の
金
土
日
に
変
更
し
て
継
続
さ
れ
て
い
ま

す
。（

真
鍋
一
丁
目　

山
口　

卓
三
さ
ん
）

　

人
口
も
減
り
商
店
も
減
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
温
か
い
心
は
今
の
人
た
ち
に
も

残
っ
て
い
ま
す
。
地
図
を
見
な
が
ら
、
自

分
が
小
学
校
一
年
生
の
時
買
い
に
行
っ
て

い
た
駄
菓
子
屋
さ
ん
を
懐
か
し
く
思
い
出

し
ま
し
た
。

（
真
鍋
三
丁
目　

菊
閒　

謙
一
さ
ん
）

　

陸
前
浜
街
道
と
し
て
栄
え
た
真
鍋
宿
通

り
は
、
昭
和
30
年
代
初
め
は
砂
利
道
で
近

隣
郡
部
よ
り
荷
を
積
ん
だ
馬
車
も
時
々
見

か
け
ら
れ
た
。
当
時
は
筑
波
鉄
道
と
宿
通

り
も
通
っ
て
い
た
路
線
バ
ス
を
利
用
し
て

旧
新
治
筑
波
方
面
、
旧
出
島
方
面
よ
り
お

客
様
が
買
い
物
、
娯
楽
に
と
土
浦
ま
で
来

な
け
れ
ば
用
を
足
せ
な
か
っ
た
時
代
で
あ

る
。
そ
ん
な
事
で
宿
通
り
も
あ
ら
ゆ
る
業

種
の
店
が
軒
を
並
べ
て
栄
え
て
い
た
。
現

在
は
車
社
会
と
な
り
郊
外
へ
店
が
で
き
人

の
流
れ
も
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

（
真
鍋
三
丁
目　

小
島　

利
夫
さ
ん
）

　

思
い
が
け
な
く
終
戦
前
の
子
供
の
頃
の

旧
真
鍋
宿
通
り
を
振
り
返
る
機
会
に
な
り

懐
か
し
く
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
馬
車
が

貨
物
輸
送
の
主
役
で
あ
っ
た
事
、
子
供
相

手
の
駄
菓
子
屋
が
数
軒
あ
っ
た
事
、
暮
ら

し
の
す
べ
て
が
こ
の
宿
通
り
の
商
店
で
購

入
で
き
た
事
等
々
、
思
い
出
す
と
数
限
り

な
く
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
現
在
の
姿
と
は

隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。
時
代
の
流
れ
を

し
み
じ
み
と
味
わ
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
真
鍋
三
丁
目　

中
根　

茂
さ
ん
）

　
旧
水
戸
街
道
は
、
江
戸
時
代
に
水
戸
徳
川
家
が
江
戸
城
に
登
城
す
る
た
め
に
整

備
し
た
幹
線
道
路
で
す
。
真
鍋
宿
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
は
現
在
の
真
鍋
一
丁
目
か
ら

三
丁
目
の
宿
通
り
に
あ
た
り
、
昭
和
三
十
年
か
ら
四
十
年
代
に
は
、
た
く
さ
ん
の

商
店
が
軒
を
連
ね
て
賑
や
か
な
商
店
街
で
し
た
。

　
そ
の
頃
の
住
宅
地
図
を
基
に
、当
時
の
思
い
出
話
と
と
も
に
再
現
し
て
み
ま
し
た
。

　
今
で
は
、ほ
と
ん
ど
車
で
の
通
過
場
所
で
す
が
、そ
ん
な
商
店
街
を
想
像
し
て
通
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
当
時
を
知
る
方
に
は
、
懐
か
し
い
事
で
し
ょ
う
。

　

ご
注
意　
年
代
が
昭
和
三
十
年
か
ら
四
十
年
代
と
お
お
ま
か
な
設
定
の
た
め
、
記
載
し
た

商
店
が
無
か
っ
た
り
、あ
っ
て
も
別
の
商
売
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

地
図
に
は
当
時
の
商
店
の
み
を
書
き
出
し
ま
し
た
。
新
し
い
商
店
、
会
社
等
は

記
載
し
て
い
ま
せ
ん
。
敷
地
場
所
の
多
少
の
ず
れ
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

●
印　
当
時
よ
り
現
在
も
そ
の
場
所
で
営
業
中
の
商
店
、
会
社
等

■
印　
同
町
内
で
場
所
移
転
し
て
現
在
営
業
中
の
商
店
等

筑波鉄道さよなら列車▼

（4）
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あ
る
競
演

は
当
番
町
の
お
膝
元
で
行
わ
れ
、
真
鍋
台

は
一
高
前
の
丁
字
路
、
南
區
は
筑
波
線
踏

切
前
の
四
ツ
角
で
、
中
央
・
西
真
鍋
・
東

真
鍋
は
坂
下
で
、
余
興
の
「
演
出
物
」
を

向
か
い
合
わ
せ
、
梯
子
や
花
火
等
を
駆
使

し
て
盛
大
に
真
鍋
の
夜
を
彩
っ
た
も
の
で

し
た
。
昭
和
50
年
5
月
に
第
三
次
住
居
表

示
変
更
で
真
鍋
町
が
9
町
内
と
な
り
、
こ

れ
を
契
機
に
昭
和
52
年
に
9
町
内
参
加
の

ま
つ
り
が
復
活
し
、
開
催
日
を
8
月
最
後

の
金
土
日
に
変
更
し
て
継
続
さ
れ
て
い
ま

す
。（

真
鍋
一
丁
目　

山
口　

卓
三
さ
ん
）

　

人
口
も
減
り
商
店
も
減
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
温
か
い
心
は
今
の
人
た
ち
に
も

残
っ
て
い
ま
す
。
地
図
を
見
な
が
ら
、
自

分
が
小
学
校
一
年
生
の
時
買
い
に
行
っ
て

い
た
駄
菓
子
屋
さ
ん
を
懐
か
し
く
思
い
出

し
ま
し
た
。

（
真
鍋
三
丁
目　

菊
閒　

謙
一
さ
ん
）

　

陸
前
浜
街
道
と
し
て
栄
え
た
真
鍋
宿
通

り
は
、
昭
和
30
年
代
初
め
は
砂
利
道
で
近

隣
郡
部
よ
り
荷
を
積
ん
だ
馬
車
も
時
々
見

か
け
ら
れ
た
。
当
時
は
筑
波
鉄
道
と
宿
通

り
も
通
っ
て
い
た
路
線
バ
ス
を
利
用
し
て

旧
新
治
筑
波
方
面
、
旧
出
島
方
面
よ
り
お

客
様
が
買
い
物
、
娯
楽
に
と
土
浦
ま
で
来

な
け
れ
ば
用
を
足
せ
な
か
っ
た
時
代
で
あ

る
。
そ
ん
な
事
で
宿
通
り
も
あ
ら
ゆ
る
業

種
の
店
が
軒
を
並
べ
て
栄
え
て
い
た
。
現

在
は
車
社
会
と
な
り
郊
外
へ
店
が
で
き
人

の
流
れ
も
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

（
真
鍋
三
丁
目　

小
島　

利
夫
さ
ん
）

　

思
い
が
け
な
く
終
戦
前
の
子
供
の
頃
の

旧
真
鍋
宿
通
り
を
振
り
返
る
機
会
に
な
り

懐
か
し
く
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
馬
車
が

貨
物
輸
送
の
主
役
で
あ
っ
た
事
、
子
供
相

手
の
駄
菓
子
屋
が
数
軒
あ
っ
た
事
、
暮
ら

し
の
す
べ
て
が
こ
の
宿
通
り
の
商
店
で
購

入
で
き
た
事
等
々
、
思
い
出
す
と
数
限
り

な
く
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
現
在
の
姿
と
は

隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。
時
代
の
流
れ
を

し
み
じ
み
と
味
わ
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
真
鍋
三
丁
目　

中
根　

茂
さ
ん
）

鎌
倉
街
道
▼
鎌
倉
時
代
に「
い
ざ
鎌
倉
」

で
整
備
さ
れ
た
各
地
よ
り
鎌
倉
に
至
る

騎
馬
道
の
総
称
で
、
こ
の
付
近
で
は
中

貫
か
ら
赤
池
側
を
通
り
真
鍋
小
学
校
の

裏
手
か
ら
南
側
の
細
い
石
段（
鎌
倉
坂
）

を
下
り
、
市
民
会
館
に
近
い
所
か
ら
新

川
橋
や
や
北
を
行
き
、
土
浦
二
高
裏
か

ら
田
中
八
幡
方
面
に
向
か
っ
て
い
た
。

な
が
と
う
ろ（
な
が
と
ろ
）▼
明
治
時
代

頃
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
真
鍋
一
丁
目
の
通

り
の
呼
び
名
。

旧
水
戸
街
道
▼
現
在
の
旧
国
道
６
号
線

を
水
戸
街
道
と
呼
び
、
そ
こ
か
ら
ず
れ

た
昔
の
街
道
を
旧
水
戸
街
道
と
言
う
。

陸
前
浜
街
道
▼
明
治
時
代
以
降
、
水
戸

街
道
と
水
戸
以
北
の
磐
城（
岩
城
）街
道

を
ま
と
め
て
陸
前
浜
街
道
と
扱
わ
れ
た
。

参
考
「
む
か
し
の
写
真
土
浦
」

　
　
　
「
土
浦
町
内
誌
」
市
教
育
委
員
会　
他

▲真鍋小学校入口

真鍋坂下四ツ角▼
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座
講
期
前

受
講
生
か
ら
の

受
講
生
か
ら
の

受
講
生
か
ら
の

受
講
生
か
ら
の

声声声声

中
国
語
の
「
你ニ

イ
ハ
オ好

」
の
挨
拶
で
始
ま
り
、

「
再

ツ
ァ
イ
チ
ェ
ン

見
」
で
終
わ
る
。
初
め
て
の
太
極
拳

に
挑
み
ま
し
た
。

日
頃
の
運
動
不
足
を
感
じ
て
い
た
時
、

こ
の
講
座
に
出
会
い
ま
し
た
。
二
十
四
の

型
の
半
分
を
練
習
す
る
と
い
う
内
容
で
し

た
が
、
想
像
以
上
に
難
し
く
て
思
う
よ
う

に
身
体
が
動
き
ま
せ
ん
。
一
つ
一
つ
は
見

様
見
真
似
で
な
ん
と
か
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
続
け
た
運
動
に
な
る
と
太
極
拳
の
動

き
と
は
程
遠
い
も
の
で
し
た
。「
大
丈
夫

で
す
よ　

ゆ
っ
く
り
覚
え
て
い
け
ば
い
い

で
す
よ
」
と
先
生
に
励
ま
さ
れ
、
ま
た
や

る
気
が
出
て
頑
張
れ
ま
し
た
。

毎
回
講
座
が
終
わ
る
と
、
何
と
な
く
身

体
が
軽
く
な
っ
て
、
気
持
ち
も
明
る
く
な

り
ま
し
た
。「
継
続
は
力
な
り
」
こ
れ
か

ら
も
気
長
に
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
講
座
と
、
皆
さ
ん
に
出
会
え
た

こ
と
に
「
謝シ
ェ
シ
ェ々

」。

始
め
に
寄
せ
植
え
す
る
材
料
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

次
に
公
民
館
の
庭
に
出
て
、
花
壇
に
花

を
植
え
る
実
習
で
し
た
。
花
の
高
さ
、色
、

大
き
さ
等
を
、
ど
の
よ
う
に
配
置
す
れ
ば

良
い
の
か
、
先
生
の
的
確
な
御
指
導
に
よ

り
、「
カ
ラ
ー
リ
ー
フ
花
壇
」「
ハ
ー
ブ
花

壇
」
と
、
次
々
に
と
て
も
き
れ
い
に
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

教
室
に
戻
っ
て
、
各
自
寄
せ
植
え
に
挑

戦
。
肥
料
の
や
り
方
、
水
の
や
り
方
、
い

ろ
い
ろ
な
質
問
と
、
先
生
の
お
答
え
か
ら

盛
り
沢
山
の
知
識
を
吸
収
出
来
ま
し
た
。

本
講
座
に
参
加
し
て
、
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
中
地
区
公
民
館
講
座
「
山
ガ
ー
ル
」

へ
二
日
間
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
場
所
は
、
北
茨
城
市
の
栄え
い
ぞ
う
む
ろ

蔵
室
と
里

美
村
の
三さ
ん
こ
む
ろ

鈷
室
で
し
た
。
両
日
と
も
天
気

は
曇
り
、
山
登
り
に
は
最
適
な
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

急
な
斜
面
や
危
険
な
箇
所
は
少
な
く
、

比
較
的
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ペ
ー
ス
だ
っ
た

の
で
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
山
野
草
を
教

わ
っ
た
り
し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
役
の
加
藤
先
生
よ
り
、

歩
き
方
の
基
本
か
ら
、
い
ざ
と
い
う
時
の

応
急
手
当
に
至
る
ま
で
い
ろ
い
ろ
教
わ

り
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
中
で

も
普
及
が
進
む
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る

GPS

の
活
用
は
と
て
も
便
利
で
面
白
か
っ

た
で
す
。

山
登
り
は
歩
き
方
や
ペ
ー
ス
配
分
を
間

違
え
な
け
れ
ば
、
と
て
も
健
康
的
で
楽
し

い
ス
ポ
ー
ツ
な
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ま
た
次
回
も
参
加
し
た
い
で
す
。

最
後
に
、
一
緒
に
歩
い
て
く
れ
た
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
日
目
は
納
豆
講
座
で
、
原
材
料
の
大

豆
や
納
豆
菌
に
つ
い
て
、
七
つ
の
テ
ー
マ

の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
製
造
・
食
文
化
・

成
分
・
栄
養
・
生
理
作
用
・
調
理
・
加
工

等
、
又
海
外
の
類
似
食
品
に
つ
い
て
も
科

学
的
分
野
か
ら
の
講
義
も
あ
り
ま
し
た
。

納
豆
は
発
酵
食
品
の
代
表
的
な
も
の

で
、
蒸
煮
し
た
大
豆
に
菌
が
繁
殖
し
て
納

豆
に
な
る
が
、
１
g
中
に
納
豆
菌
が
10
億

個
以
上
存
在
す
る
と
の
事
に
驚
き
ま
し

た
。
食
べ
る
と
キ
ナ
ー
ゼ
が
働
き
、
整
腸

作
用
に
よ
り
便
秘
し
な
い
程
度
の
知
識
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
イ
ソ
フ
ラ
ボ

楽
し
い
太
極
拳

楽
し
い
太
極
拳

瀬
戸
　千
稔

「
庭
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
」に
参
加
し
て

「
庭
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
」に
参
加
し
て

船
沢
　泰
子

「
山
ガ
ー
ル
」に
参
加
し
て

「
山
ガ
ー
ル
」に
参
加
し
て
坂
本
　純
一

「
納
豆
と
ワ
イ
ン
の
話
」を
聞
い
て

「
納
豆
と
ワ
イ
ン
の
話
」を
聞
い
て

土
屋
　澄
子

（6）



町名 世帯 人口 男 女 町名 世帯 人口 男 女
真鍋一丁目 253 500 263 237 木田余町 653 1,450 740 710
真鍋二丁目 329 688 352 336 木田余東台一丁目 118 259 142 117
真鍋三丁目 233 493 234 259 木田余東台二丁目 273 595 314 281
真鍋四丁目 789 1,816 888 928 木田余東台三丁目 310 751 385 366
真鍋五丁目 352 757 370 387 木田余東台四丁目 298 656 341 315
真鍋六丁目 710 1,585 784 801 木田余東台五丁目 317 698 369 329
東真鍋町 583 1,322 680 642 木田余西台 406 856 425 431
西真鍋町 247 591 295 296 若松町 667 1,420 707 713
真鍋新町 542 978 468 510 東都和 197 529 259 270
殿里町 173 358 182 176 合　　計 7,450 16,302 8,198 8,104

二中地区公民館管内　世帯数及び人口一覧
土浦市全域　世帯数　62,512戸　　　人口　145,843人（住民基本台帳を基にした人口です。外国人含む）

（人口単位：人）

平成25年4月1日現在

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の

活
動

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の

活
動

ン
の
作
用
で
、
骨
粗
鬆
症
、
乳
ガ
ン
、
前

立
腺
ガ
ン
、
循
環
器
系
疾
病
等
の
予
防
、

又
納
豆
菌
が
ビ
タ
ミ
ン
K2
を
大
量
に
生
成

し
て
い
る
事
等
、
改
め
て
納
豆
の
奥
深
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

二
日
目
の
ワ
イ
ン
講
座
。
ワ
イ
ン
は
、

ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま
で
あ
り
ま
す
。
世
界
の

ワ
イ
ン
の
歴
史
説
明
で
は
、
ブ
ド
ウ
を
つ

ぶ
し
て
ガ
ラ
ス
ビ
ン
等
の
容
器
に
入
れ
て

お
け
ば
ブ
ド
ウ
の
原
種
が
落
ち
て
自
然
に

発
酵
し
ワ
イ
ン
が
出
来
ま
す
。
リ
ッ
チ
な

気
分
で
味
わ
っ
て
い
た
私
は
先
生
の
一
声

「
高
級
ワ
イ
ン
も
そ
れ
な
り
の
ワ
イ
ン
も

同
じ
で
す
よ
」
に
納
得
し
ま
し
た
。
参
加

賞
の
納
豆
は
一
味
違
っ
た
美
味
し
さ
で
、

発
酵
食
品
の
知
識
が
深
ま
り
、
為
に
な
っ

た
ひ
と
時
で
し
た
。

◆
う
ど
ん
作
り
と
野
外
活
動

真
小
五
年　
井
上　
瑠る

な渚

わ
た
し
た
ち
は
、
白
浜
少
年
自
然
の
家

で
、
う
ど
ん
作
り
と
ミ
ニ
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。

う
ど
ん
作
り
で
は
、
先
生
が
手
ぎ
わ
よ

く
て
い
ね
い
に
教
え
て
く
れ
た
の
で
、
と

て
も
お
い
し
い
う
ど
ん
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
、
わ
た
し
た
ち
の
二
は
ん
が
い
ち

ば
ん
さ
い
し
ょ
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
機
会
が

あ
っ
た
ら
、
う
ど
ん
を
作
り
た
い
で
す
。

ミ
ニ
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
で
は
、
花

の
名
前
を
見
つ
け
る
花
コ
ー
ス
で
し
た
。

山
道
で
は
、
見
た
こ
と
の
な
い
赤
い
虫
が

い
た
の
で
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
わ
た

し
た
ち
の
は
ん
は
四
位
だ
っ
た
け
れ
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
花
の
名
前
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

楽
し
か
っ
た
う
ど
ん
作
り
と
野
外
活
動

は
、
最
高
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

◆
楽
し
か
っ
た
う
ど
ん
作
り

真
小
六
年　
瀬
島　
暖は
る
ふ
み史

ぼ
く
は
、
第
二
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ

で
う
ど
ん
作
り
を
や
り
ま
し
た
。

う
ど
ん
作
り
は
家
で
も
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
家
で
は
、
あ
ま
り
長
い
め
ん
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
で
は
、
と
て

も
長
い
め
ん
を
作
る
こ
と
が
で
き
て
、
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
太
い

め
ん
や
細
い
め
ん
な
ど
、
ば
ら
つ
き
が
あ

り
ま
し
た
が
、
大
き
い
失
敗
も
な
く
、
お

い
し
く
で
き
上
が
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
で
は
、
は
ん
の

み
ん
な
で
一
位
を
と
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば

り
ま
し
た
が
二
位
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、

景
品
が
も
ら
え
た
の
で
と
て
も
よ
か
っ
た

で
す
。

こ
う
い
う
う
ど
ん
作
り
を
や
っ
て
、
ま

た
み
ん
な
で
食
べ
た
い
で
す
。
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
も
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
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こ
の
夏
は
、
異
常
な
暑
さ
の
中
、
熱

中
症
に
か
か
っ
た
方
も
た
く
さ
ん
お
ら

れ
ま
し
た
。
人
と
の
出
会
い
と
つ
な
が

り
を
深
く
感
じ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
“
や
す
ら
ぎ
”
を
一
服
の
清
涼
剤

と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

編

集

後

記

編

集

後

記

編

集

後

記

去
る
８
月
11
日
㈰
午
後
三
時
半
よ
り
、

木
田
余
東
台
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
、
同
地
区
内
の
ワ
ー
ク
ヒ
ル
の
屋
外
、

屋
内
を
使
用
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
高
齢
者
か
ら
、
お
子
さ
ん
ま

で
の
約
六
百
名
の
方
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

屋
外
の
「
筑
ド
ン
太
鼓
」
で
幕
明
け
。

屋
内
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
の
、
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
作
り
で
は
、

お
子
さ
ん
も
大
人
も
た
め
息
と
歓
声
が
上

が
り
、
フ
ラ
ガ
ー
ル
シ
ョ
ー
に
は
拍
手
が

鳴
り
や
ま
ず
。
途
中
、
つ
ち
ま
る
君
が
登

場
す
る
と
、
写
真
撮
影
や
ら
歓
声
に
、
盛

り
上
が
り
は
最
高
潮
へ
。

屋
外
の
テ
ン
ト
内
の
模
擬
店
で
は
、
か

き
氷
や
飲
み
物
で
の
ど
の
渇
き
を
潤
し
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
焼
き
そ
ば
、
き
ゅ
う

り
浅
漬
、
更
に
は
沖
縄
料
理
（
沖
縄
ド
ー

ナ
ツ
、
タ
コ
ラ
イ
ス
）
な
ど
で
腹
ご
し
ら

え
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
、
暑
さ
の
中
、
一

夏
の
宵
を
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
笑
っ
て
楽

し
ん
だ
一
日
で
し
た
。

毎
年
八
月
第
二
週
日
曜
日
に
開
催
す
る

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
地
域
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
さ
せ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
夏
休
み
の
一
日
を
楽
し
く

み
ん
な
で
遊
び
ま
し
ょ
う
。

実
行
委
員
会
だ
よ
り

木
田
余
東
台
サ
マ
�
フ
�
ス
テ
�
バ
ル

ソ
ロ
モ
ン
の
偽
証
Ⅱ	

宮
部
み
ゆ
き

何
者	

朝
井
リ
ョ
ウ

55
歳
か
ら
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク	

村
上　
龍

等
伯　
上
下	

安
部
龍
太
郎

冷
血　
上
下	

高
村　
薫

呑
め
ば
、
都	

マ
イ
ク
・
モ
ラ
ス
キ
ー

こ
と
り	

小
川
洋
子

新
着
図
書
紹
介

新
着
図
書
紹
介

土
浦
市
民
憲
章

一
、
た
が
い
に
信
じ　

助
け
あ
う

　
　

あ
た
た
か
い
こ
こ
ろ
を

　
　

そ
だ
て
ま
し
ょ
う

一
、
か
ら
だ
を
き
た
え　

仕
事
に
は
げ
み

　
　

あ
か
る
い
家
庭
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う

一
、
自
然
を
愛
し　

水
と
み
ど
り
の

　
　

き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
知
性
を
高
め　

教
養
を
つ
ち
か
い

　
　

文
化
の
み
の
り
を
ひ
ろ
げ
ま
し
ょ
う

一
、
伝
統
を
ふ
ま
え　

未
来
を
み
つ
め
る

　
　

若
い
力
を　

の
ば
し
ま
し
ょ
う

川
　
柳
　
　
　
笑
道
師

•

孫
が
来
て
　
い
な
い
い
な
い
バ
ァ
俺
ジ
ジ
ィ

•

や
っ
て
来
た
　
誰
が
来
た
の
と
一
人
ご
と

•

増
え
た
の
は
　
シ
ワ
化
粧
代
　
こ
の
脂
肪

•

で
は
ま
た
ね
　
ま
た
は
二
度
な
い
今
で
し
ょ

•

年
寄
り
は
　
誰
と
呼
ん
で
も
振ふ

り
向
か
ず七夕まつり

（8）


